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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 第３回長岡市総合計画策定委員会 

２ 開催日時 令和７年５月２２日（木曜日） 午後２時00分から午後４時30分まで 

３ 開催場所 アオーレ長岡 東棟４階 大会議室 

４ 出席者名 

 

（委員） 

大原委員長    佐々木副委員長 広川副委員長  石坂委員 

大島委員     勝身委員    ガーヴィー委員 草間委員 

黒﨑委員     近藤委員    坂田委員    佐野委員 

高野委員     田中委員    外山委員    西片委員 

ヌルアデリン委員 原委員     樋口委員    山岸委員 

山田修委員    山田光枝委員  渡辺委員 

 

（長岡市） 

長谷川産業政策監 谷畑理事（土木部長） 五十嵐地方創生推進部長 
古田島女性活躍推進担当部長 植村 DX 推進部長 入澤危機管理監 
大矢地域振興戦略部長 小池市民協働推進部長 水島福祉保健部長 
佐山環境部長 西山商工部長 波形農林水産部長 
太刀川都市整備部長 星野子ども未来部長 斉藤観光・交流部副参事 
中村政策企画課長 木村広報・魅力発信課長 
鈴木ミライエ長岡企画推進室企画担当課長 
田中ミライエ長岡企画推進室事業担当課長 
目黒地域振興担当課長 宮島市民協働課長 渡辺福祉総務課長 
近藤環境政策課長 門脇産業イノベーション課長 野澤観光企画課長 

山田農水産政策課長 有賀都市政策課長 石黒土木政策調整課長 
佐藤教育総務課長 中村学校教育課長 松木子ども政策課長 
上村政策企画課長補佐 平野政策企画課係長 相川政策企画課係長 
浅野政策企画課主査 中村政策企画課主任 宮﨑政策企画課主任 

５ 欠席者名 駒野委員、中野委員 

６ 議題 1. 次期総合計画骨子案等について 

2. 基本目標ごとにグループ討議 

3. 次回の開催について 
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７ 審議結果

の概要 

 次期長岡市総合計画の骨子案及び主な取組み等について説明 

 ６グループに分かれ、次期長岡市総合計画骨子案及び次期長岡市総合

計画の主な取組み等についてグループ討議を実施 

 グループ討議での意見については、各分科会において検討し、素案と

して取りまとめを行う 

８ 審議の内容 

地方創生推進

部長 
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地方創生推進

部長 

 

 

 

本日はお忙しいところお集まりいただきありがとうございます。ただいま

から第 3回長岡市総合計画策定委員会を開会したいと思います。 

本日は駒野委員、中野委員より欠席の連絡をいただいております。 

本日の会議では、全体に係る部分を説明した後、基本目標ごとに分かれて

グループ討議を行いたいと思います。目的としましては、委員の皆様の専門

的な知見から忌憚のない意見をいただき、各部局が進める策定作業に生かし

たいと考えております。頂戴したご意見については計画への反映を検討し、

後日結果を報告したいと思います。グループ討議になりましたら、グループ

4、グループ 6の皆様は別室への移動をお願いいたします。 

また、本日の内容は議事録として公表予定です。事前に委員の皆様に確認

を依頼したいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

本日はお忙しい中ご出席を賜り、感謝申し上げます。 

また、先日の意見交換会では多くの委員の皆様からご参加いただき、盛り

上がりのある意見交換会ができたと思います。 

委員同士の懇親を深めることができましたので、本日の会議ではさらに実

のある審議・検討ができるものと思います。 

さて、第３回目の策定委員会となる本日は、「計画の骨子案」について皆様

から意見を頂戴したいと思います。 

今回は、基本目標ごとに委員の皆様の専門分野のグループに分かれて議論

をしていただきます。10 年の計画期間における具体的な取り組みや成果指標

などについても提示されていますので、専門的な視点、あるいは日々の経験

の中から、忌憚のないご意見を頂戴できればと考えています。本日はよろし

くお願いします。 

 

次期総合計画の骨子案について説明いたします。 

それでは、資料 1をご覧ください。1、2ページには計画全体の構成案と計

画の趣旨や期間、一体的策定について記載しています。 

市民とともに歩む、新たなまちづくりの指針として次期総合計画を策定し、

計画期間は令和８年度からの１０年間といたします。 
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３ページ、第１章序章「２総合計画の構成」をご覧ください。 

次期総合計画は、「基本構想」と「基本計画」の２階建ての構成となります。

オレンジの枠「基本構想」につきましては、目指すべきまちの将来像や、

それを達成するための基本目標、政策を推進するにあたり意識する５つの視

点を掲載しています。 

この「基本構想」につきましては、令和８年３月議会にお諮りし、議員の

皆様からご審議いただく部分となります。 

次に、水色の枠「基本計画」につきましては、基本目標を推進するための

政策、政策に紐づく施策の柱や重要業績評価指標（KPI）を掲載しています。

今ほど、総合計画の計画期間は 10 年と申し上げましたが、急激な社会情勢の

変化や新たな課題などに対応するため、「基本計画」部分につきましては、５

年ごとに見直しを行います。 

４ページをご覧ください。 

基本構想にまちのプロフィールや長岡市をとりまく状況について記載する

部分です。 本市の位置や地勢、気候・自然環境等を記載したいと思います。

５ページをご覧ください。 

第２回策定委員会にて委員の皆様からご意見いただいた将来像について記

載しています。ご意見等を踏まえ、将来像は「変わるれ！長岡 住み続けたい

戻ってきたい 選ばれるまち ～イノベーション先進都市～」と変更させてい

ただいております。今回、皆様に個別に相談させていただいた部分から変更

になっている部分があります。今回、市内部の検討の中で、これまで本市が

推進してきたイノベーションをさらに進化させ、変革していきたいという思

いを追加させていただきました。 

この将来像には、市民一人ひとりが幸せを実感し、心豊かに安心して安全

に住み続けることができるまちの実現と、若者や女性が活躍できる活力ある

まちとなることで、長岡を離れてもまた戻ってきたいと思えるまちの実現、

そして、全国や世界の人々や企業から選ばれる魅力あるまちを実現するとい

う強い思いが込められております。 

当然、「選ばれるまち」の中には、インバウンドや交流人口・関係人口とな

る方にも選ばれるということを意図しています。 

キャッチフレーズの「変わるれ！長岡」は従来のやり方や現状に甘んじる

ことなく、強い覚悟をもって挑戦する変革＝イノベーションの決意を長岡市

の未来に関わる全ての人の合言葉として、長岡の方言に込めたものです。 

６ページ、７ページをご覧ください。 

６つの基本目標ごとに「変わる イノベーション宣言」を設定しました。キ

ャッチフレーズにふさわしいよう、長岡のこれからの 10 年、長岡の原点やポ
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テンシャルを大切にしながらも、人口減少の中でもより良い長岡にしていく

ため、長岡がどのように変わっていくのか、そのためにどのようなことに取

り組んでいくのか、10 年後の変革への決意や意気込みを市民に向け宣言する

ものです。 

この宣言につきましては、グループ討議の中で、委員の皆さまからご意見

をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

８ページ、９ページにつきましては、第２回の策定委員会でご議論いただ

きました部分ですので説明を省略させていただきます。 

次に 10 ページをご覧ください。 

現総合計画と同様に次期計画でも土地利用の基本方針について掲載したい

と考えております。 

まちの将来像の実現に向け、土地の利用及び管理の基本的な方針を示しま

す。内容については、次期総合計画と同時期に策定している国土利用計画（長

岡市計画）の基本構想を次期総合計画の土地利用構想として位置づけます。

11 ページをご覧ください。 

ここから、「基本計画」部分となります。６つの基本目標を推進するため、そ

れぞれの目標ごとに政策を設定します。 

12 ページ以降につきましては、政策の目指す姿と政策に紐づく施策の柱を

掲載しています。施策の柱ごとの具体的な取り組み等は、資料１別紙に整理

いたしました。 

それでは、資料１別紙をご覧ください。 

政策に紐づく「施策の柱」ごとに「現状」、「課題」、「主な取組み」、「KPI」

を基本目標ごとに整理しています。現状や課題を踏まえ、様々な取り組みを

行うことで施策を推進し、将来像の実現を目指していきます。委員の皆様に

はグループごとに特にこの内容についてご議論いただきたいと思います。 

なお、施策の柱ごとの指標（KPI）につきましては、毎年度数値を確認し、

進捗状況をはかることで施策の成果を確認してまいります。  

恐れ入りますが、時間の都合もありますので、主な取組み等について個別

のご説明は省略させていただきます。具体的な内容につきましては、本日部

局長が出席しておりますので、グループ討議の中でご質問やご意見をいただ

ければ思います。 

昨年実施いたしました「市民アンケート」につきましては、単純集計した

ものを昨年度末に公表しておりましたが、このたびクロス集計の結果がまと

まりましたので、委員の皆様へ改めて送付させていただきました。 

アンケート等によってお聞きした市民の貴重なご意見につきましては、今

後も計画策定の参考とさせていただくとともに、毎年度市民アンケートを実
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地方創生推進

部長 

施し、市民の声をお聞きしたいと考えております。 

資料の説明は以上です。 

 

ご質問等は特にないようですので、グループ討議に移りたいと思います。

グループ討議では、基本目標「変わるイノベーション宣言」について、「政策

の目指す姿と主な取組み」について、「専門分野以外のご意見について」ご意

見をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（グループ討議） 

 

第 4回策定委員会は 7月 31 日（木）14:00 から 2時間程度を予定していま

す。内容につきましては本日意見を頂戴した内容を分科会にて検討し、計画

の素案としてとりまとめたいと考えています。 

今後のスケジュールとしては、第 5回を 11 月 7 日（金）、第 6回を 1月 22

日（木）の 14:00 より実施したいと考えております。 

 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


